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■調査対象者の属性

【性別】

【年齢】

【居住学区】

男 女 その他 回答しない 無回答

回答者数 =

  1,122 40.2 56.2
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12.0

6.7

7.7

6.5

7.4

8.9

5.3

8.7

6.9

7.4

5.5

7.0

4.6

1.1

1.6

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

14.2

8.3

6.8

10.1

12.3

16.6

13.3

20.8

14.7

16.7

12.5

15.6

13.2

12.8

20.3

15.0

8.9

8.3

3.4

13.4

11.4

5.9

8.9

8.5

21.4

8.3

18.2

17.9

24.5

21.9

22.2

23.1

16.4

16.7

19.3

15.6

12.7

20.3

16.5

17.3

13.8

25.0

12.5

12.3

19.1

13.9

13.9

11.2

8.0

8.3

26.1

14.5

5.5

7.5

4.4

2.7

2.6

8.3

1.1

0.6

1.4

1.1

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長久手小学校区 西小学校区 東小学校区

北小学校区 南小学校区 市が洞小学校区

わからない 無回答

○令和４年７月から８月に、住民基本台帳から無作為抽出された市内在住の

満１８歳以上の方3,000人に調査票を送付し、1,122 人のみなさんに回答

をいただきました。（回答率37.4％）

資料：長久手市市民意識調査（以下同様）
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■長久手市の住み心地

○「住みよい」と思う人が前回調査（平成２８年度）から3.0 ポイント増加

しています。また、「住みよい」「まあ住みよい」と思う人の割合は約９割で、

前回調査、前々回調査（平成２４年度）とほぼ同様となっています。

回答者数 =

令和４年度調査 1,122

平成28年度調査 2,366

平成24年度調査 2,646
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47.3
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42.1
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令和４年度

平成 28 年度

平成 24 年度

-2-



■定住意向

【定住意向】

【住み続けたいと思う理由】

○「住み続けたい」と思う人は81.7％で、前回調査と同様でした。

○その理由として、「買い物に便利」「住み慣れていて愛着がある」「緑や田園

が多く自然環境がよい」が上位となっています。

％

買物に便利

住み慣れていて愛着がある

緑や田園が多く自然環境が
よい

交通の便がよい

まちに将来性や魅力がある

上下水道・ごみ収集など生活
基盤が整っている

医療・福祉サービスが充実し
ている

子育ての環境がよい

近所付き合いがあり人間関
係がよい

通勤や通学に便利

親類が近くにいる

公園や遊び場が整備されて
いる

道路など整備されている

住宅事情がよい

交通事故や犯罪が少なく安

全である

42.3

39.0

35.6

31.1

14.5

13.0

10.8

9.5

9.1

8.8

8.7

8.3

7.2

7.2

5.8

35.0

39.7

33.9

26.1

21.7

13.7

9.2

10.2

11.7

11.4

11.2

6.7

6.2

5.2

4.5

30.7

30.3
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31.9
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18.1
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3.9
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回答者数 =

令和４年度調査 1,122

平成28年度調査 2,366

平成24年度調査 2,646

81.7

81.7

76.3

4.8

5.2

7.0

12.8

12.0

15.5

0.6

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい 転出したい わからない 無回答

令和４年度

平成 28 年度

平成 24 年度

令和４年度調査

（回答者数 = 917）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,934）

平成24年度調査

（回答者数 = 2,018）
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■長久手市のまちづくりについて

【「みんなでつくるまち条例」を知っていますか？】

【「地域共生ステーション」を知っていますか？】

【「まちづくり協議会」を知っていますか？】

○「みんなでつくるまち条例」「地域共生ステーション」「まちづくり協議会」

のそれぞれについて、認知度を調査しました。

○前回調査（平成２８年度）と比べて、「知っている」と答えた人が、「地域

共生ステーション」は15.2 ポイント、「まちづくり協議会」は5.3 ポイント

増加しました。（※「みんなでつくるまち条例」は平成３０年に制定されたた

め、前回調査では調査項目となっていませんでした。）

平成 28年度

令和４年度

平成28年度

令和４年度
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■新型コロナウイルス感染症の影響による意識変化

【友人や知人との交際・会食】

【公園での活動（遊びや散歩）】

【公共施設（文化の家、福祉の家、地域共生ステーション、図書館等）の利用】

【ボランティア・社会参加】

【近所づきあい】

○新型コロナウイルス感染症による活動や外出に対する意識の変化について

は、「減ると思う」「やや減ると思う」と感じる割合が最も多かったのは、「友

人や知人と交際・会食」で約４割でした。

○それ以外の項目では、「変わらない」と答える人が多い傾向となりました。
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■第６次総合計画における基本施策の重要度及び推進度

○基本施策の推進度については、８割を超える施策が０点以上でプラス評価

されています。

○施策の重要度が高いが、推進度が低い項目は、「地域の防災力が高まってい

る」「災害に強いまちである」「公共交通機関による移動が便利である」「障が

い者にとって暮らしやすいまちである」「健康づくりがしやすいまちである」

の５項目です。

↑

↓

０点 どちらともいえない

２点 重要である

－２点 重要でない

０点 どちらともいえない

２点 進んでいる

－２点 進んでいない
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■市政満足度

○「まあ満足している」が49.2％と最も多く、「満足している」4.8％と合

わせると54.0％となります。

○前回調査と比較すると、「満足している」「まあ満足している」の合計

54.0％は、前回調査（37.1％）から16.9 ポイント増加しています。

令和４年度

平成28年度

平成 24年度

-7-



■今後の重点施策

○今後、力を入れるべき施策としては、「高齢者福祉の充実」、「学校教育（施

設を含む）の充実」、「乳幼児・児童福祉の充実」、「公共交通機関の整備」が

上位に入っています。

○前回調査と比較すると、「ごみ処理対策」（8.6％）が前回調査より6.4 ポ

イント多くなっています。一方、「防犯対策」（12.7％）は、前回調査より6.4

ポイント少なくなっています。

％

高齢者福祉の充実

学校教育（施設を含む）
の充実

乳幼児・児童福祉の充実

公共交通機関の整備

生活道路の整備

防犯対策

保育サービス（施設を含む）
の充実

自然保護・緑の保全

日常の買い物施設の充実

保健医療対策

スポーツ・リクリエーション
（施設を含む）の充実

ごみ処理対策

防災対策

障がい者（児）福祉の充実

生涯学習の充実

幹線道路の整備

観光や交流

公園整備

就労の場の確保

緑化の推進

29.5

21.4

16.5

14.5
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12.7
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8.2

6.5

6.3

5.3

5.3

4.8

4.7

29.6

19.1

16.8

18.6

12.9

19.1

13.5

13.7

8.6

7.9

10.9

2.2

9.7

8.2

7.4

7.4

4.8

4.2

5.6

6.0

7.8

24.5

18.4

18.8

6.0

22.0

15.2

13.2

12.2

7.6

10.2

3.4

12.8

7.8

5.0

2.6

3.7

4.4

7.1

6.7

0 10 20 30

交通安全対策

地域コミュニティの支援や
育成

産業振興

文化活動の充実

河川・排水路の整備

景観の整備

消防・救急体制の充実

青少年の健全育成

行政の窓口サービスの向上

し尿処理や下水道などの
衛生対策

公害対策などの環境保全

女性の社会参加の支援

国際理解や国際交流

市民活動の支援や協働の
まちづくり

文化財の保存、整備

地域拠点や集会所の整備

斎場・墓地の整備

特にない

その他

無回答

％

4.6

4.4

4.2

3.9

3.5

3.3

2.8

2.8

2.6

2.0

2.0

1.9

1.6

1.6

1.4

1.1

0.4

1.1

1.8

4.5

7.4

6.8

3.1

4.2

2.2

3.4

2.2

3.6

3.4

2.7

2.2

2.7

-

-

2.1

1.6

1.8

0.6

1.9

2.6

6.6

-

5.9

4.1

3.5

3.6

2.4

3.8

4.3

2.8

3.8

2.4

-

-

1.4

4.5

2.6

0.5

1.8

1.1
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令和４年度調査

（回答者数 = 1,122）

平成28年度調査

（回答者数 = 2,366）

平成24年度調査

（回答者数 = 2,646）
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